
電子入札案件の開札立会人廃止と予定価格決定方法に関する取り扱いについて（試行） 

 本市の建設工事等の入札・契約業務のより適正かつ効率的な執行及び入札参加者の開札
立会に関する事務負担の軽減を図ることを目的として、松阪市建設工事入札事務取扱要綱
第 13 条で定める開札立会人について、電子入札案件においては、原則選定しないこととす
る。 
これにともない、同要綱第 15 条第 1項に定める設計価格事前公表型の予定価格の決定に

関し、電子入札案件については、立会人が直接引くくじによる決定に代えて、入札書の到着
時間から算定するランダム係数により設計価格の 99.00 99.99％の範囲内で予定価格（千
円止め）を決定するものとする。 
計算方法は、下記「電子入札案件（設計価格事前公表型）の予定価格決定方法（試行）」

のとおりとする。 

電子入札案件（設計価格事前公表型）の予定価格決定方法（試行） 
（１）  電子入札分参加者一覧画面で公表している入札参加申請書到着順（以下、参加申

請順という。）が早いものから順に番号を付し、参加申請順が 3番目となった入札者
の入札書到着時間の分の数字（00 分の場合は 60 とする。）を算出基礎数値１とし、
参加申請順が 5 番目となった入札者の入札書到着時間の分の数字（00 分の場合は
60とする。）を 10倍した数に７を加算した数字を算出基礎数値２とする。 

（２）  算出基礎数値１を算出基礎数値２で除した数値の小数第 3 位、第 4 位の数字を、
設計価格に乗じる率（以下、「予定価格算出率」という。）99.00 99.99％の小数第 1
位、第 2位の数字とする。 

（３）  設計価格に（２）で決定した予定価格算出率を乗じた金額（千円止め）を予定価
格とする。 

（４）  有効となる入札者の数が 5者未満となった場合は、（１）（２）の方法によらず、
予定価格算出率を 99.00%に設定し予定価格（千円止め）を決定する。 

（５） （４）の有効となる入札者の数には、次の入札を含まないものとする。 
1 入札辞退により無効となった入札 
2 入札参加条件を満たさず無効となった入札（技術者配置、手持ち件数制限等） 

（６）  参加申請順が 3 番目 5 番目の者が（５）の１又は２に該当した場合であっても、
その者の入札書到着時間の分の数字を用いて（２）の算出基礎数値１、算出基礎数
値２を算定する。 

この取り扱いは平成３１年４月１日以降に公告する案件から実施する。 



 電子入札案件（建設工事・工事委託）の予定価格決定方法  

【予定価格算出率と予定価格の設定例】

入札参加申請順が３番目と 

なった者の入札書到着時間 
9:18 ※ 18  

算出基礎数値１ 

18

入札参加申請順が５番目と 

なった者の入札書到着時間 
15:33 ※ 33×10 + 7

算出基礎数値２ 

337

［算出基礎数値１］÷［算出基礎数値２］＝ 18 ÷ 337 = 0 . 0 5 3 4 1・･･

小数第 3位 小数第４位 

3 4
予定価格算出率の 

小数第１位の数字とする 
予定価格算出率の 

小数第２位の数字とする 

設計金額が 4,000,000 円の場合 

 設計価格     予定価格算出率  （千円未満切捨）    予定価格  

4,000,000 円 ×   99.34％    ＝ 3,973,600 円 → 3,973,000 円 

予定価格算出率※ 9  9.  3  4 ％ 

※00 分の場合は 60 とする

※00 分の場合は 60 とする

入札書到着時間
9:18 
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入札参加申請順 ３番目

入札参加申請順 ５番目 入札書到着時間
15:33 

※開札時の有効参加者が 5 社未満の場合は、これまでのとおり予定価格算出率を 99.00％とする。

電子入札分参加者一覧画面は、

入札書締切後に公表されます


